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9. 研究実績の概要

組織形態形成はこれまで細胞の運命決定や分化の視点から捉えた研究が主流であった。しかしながら、組織形成のための細胞移動過程
や細胞移動のための力の発生機構には不明な点が多い。我々のグループでは、培養細胞を用いた実験で、shootin1が重合・脱重合をし
ているアクチン線維と細胞接着分子を連結することにより、神経軸索伸長の駆動力を生み出すことを見出している。しかしながら、sh
ootin1とは異なるファミリーメンバーの存在、shootinの生体内における機能は不明であった。そこで、shootin1とは異なるファミリ
ーメンバーが存在するか否かを明らかにすること、組織形態形成におけるshootinファミリーメンバーの役割を明らかにすることを目
的として実験を行った。本研究により、新たなshootinファミリーメンバーとしてshootin2とshootin3を見出した。遺伝子発現解析に
より、3つのshootinファミリーメンバー（shootin1, shootin2, shootin3）は発生過程のゼブラフィッシュ胚で発現していることが明
らかになった。特に、shootin1とshootin3は強く母性発現しており、発生過程においては側線原基で発現していた。変異体解析により
、shootin3がゼブラフィッシュの初期発生に関与していることが示唆された。さらに、二重変異体解析により、shootin1とshootin3は
水流を感知する器官である側線の形成に関与していることが示唆された。
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